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○徳島県地域医療構想の策定経過

【平成２７年度】

平成27年 4月17日 第１回徳島県地域医療構想調整会議（東部）

22日 第１回徳島県地域医療構想調整会議（南部）

23日 第１回徳島県地域医療構想調整会議（西部）

9月14日 第２回徳島県地域医療構想調整会議（合同）

11月 6日 第３回徳島県地域医療構想調整会議（東部）

9日 第３回徳島県地域医療構想調整会議（西部）

11日 第３回徳島県地域医療構想調整会議（南部）

平成28年 2月 1日 第４回徳島県地域医療構想調整会議（南部）

5日 第４回徳島県地域医療構想調整会議（東部）

8日 第４回徳島県地域医療構想調整会議（西部）

【平成２８年度】

平成28年 5月23日 第１回徳島県地域医療構想調整会議（南部）

25日 第１回徳島県地域医療構想調整会議（西部）

27日 第１回徳島県地域医療構想調整会議（東部）

7月14日 第２回徳島県地域医療構想調整会議（西部）

21日 第２回徳島県地域医療構想調整会議（南部）

22日 第２回徳島県地域医療構想調整会議（東部）

８月１日 オープンとくしま・パブリックコメントによる意見募集

～９月１日

○月○日 医療法第３０条の４第１３項、１４項に基づく意見聴取

～○月○日

○月○日 医療法第３０条の４第１４項に基づく医療審議会からの意見聴取



用語の解説





あ 行

一般病床
病院の病床種別の１つ。病院の精神病床、感染症病床、結核病床、療養病床以外

の病床のこと。主に急性期から回復期の一部の患者に対する入院治療を行う病床。

医療機能
医療法施行規則に規定する病床の機能区分であり、高度急性期、急性期、回復期、

慢性期の４区分に分かれる。

医療資源投入量
患者の１日当たりの診療報酬の出来高点数。（入院基本料相当分及びリハビリテ

ーション料の一部を除く）

医療審議会
知事の諮問に応じ、当該都道府県における医療を提供する体制の確保に関する重

要事項を調査審議するため置かれる審議会。

か 行

介護老人保健施設
病状安定期にあり入院治療の必要はないが、リハビリテーション、看護、介護を

中心とした医療を必要とする要介護高齢者に、看護及び医学的な管理下において介
護、機能訓練、必要な医療及び生活サービスを提供する施設。

回復期機能
急性期を経過した患者への在宅復帰に向けた医療やリハビリテーションを提供す

る機能。特に、急性期を経過した脳血管疾患や大腿骨頸部骨折等の患者に対し、Ａ
ＤＬ（日常生活における基本的な動作を行う能力）の向上や在宅復帰を目的とした
リハビリテーションを集中的に提供する機能。

かかりつけ医・かかりつけ歯科医
日頃から自身や家族の健康に関するあらゆる事について相談できる医師・歯科医

師であり、専門外の病気や高度医療が必要な場合は、適切な医療機関を紹介するな
ど、地域における医療の重要な役割を担う医師・歯科医師。

緩和ケア
生命を脅かす疾患による問題に直面している患者とその家族に対して、疾患の早

期より、痛み、身体的問題、心理社会的問題等に関して評価を行い、それが障がい
とならないように予防したり対処したりすることで、ＱＯＬを改善するための医療
のあり方。

急性期機能
急性期の患者に対し、状態の早期安定化に向けて医療を提供する機能。



高度急性期機能
急性期の患者に対し、状態の早期安定化に向けて、診療密度が特に高い医療を提

供する機能。

さ 行

在宅患者訪問薬剤管理指導
医師の指示に基づき、薬剤師が薬学的管理指導計画を策定し、在宅医療を受けて

いる患者宅を訪問し、薬剤の服用状況、保管状況、副作用等確認、服薬支援、服薬
指導等、薬学的管理指導を行うこと。

在宅療養支援歯科診療所
後期高齢者へ訪問歯科診療を行う歯科診療所で、高齢者の口腔機能管理に係る研

修を受けた常勤の歯科医師の配置、歯科衛生士の配置、在宅療養を担う保険医療機
関の保険医等との連携により、患者の求めに応じて、迅速な歯科訪問診療が可能な
体制を確保していること等の要件を満たした歯科診療所。

受療率
推計患者数を人口10万人当たりで割ったもの。※

※推計患者数…３年に１回実施される患者調査の調査日に受療した患者の推計数。

診療所
医師又は歯科医師が医業又は歯科医業を行う場所であって、患者の入院施設を有

しないもの又は患者19人以下の入院施設を有するもの。

精神病床
精神疾患を有する者を入院させるための病床。

た 行

退院前カンファレンス
円滑な在宅療養への移行のために、退院調整が必要な入院患者の退院後の在宅療

養について必要な事柄に関し、病院と在宅医師、訪問看護職員、ケアマネージャー
等が話し合うこと。患者や患者家族が入ることもある。

地域医療介護総合確保基金
都道府県が計画した、医療及び介護の総合的な確保に関する目標を達成するため

に必要な事業（病床の機能分化・連携、在宅医療・介護の推進等）に要する経費を
支弁するため、消費税増収分を活用して、都道府県に設置する基金。

地域医療構想調整会議
都道府県が、構想区域その他当該都道府県知事が適当と認める区域ごとに、診療

に関する学識経験者の団体その他の医療関係者、医療保険者その他の関係者との間
に設ける「協議の場」の名称。医療計画において定める将来の病床数の必要量を達
成するための方策等について協議する。



地域医療支援センター
都道府県が責任を持って医師の地域偏在の解消に取り組むコントロールタワーと

して、都道府県庁や大学病院等に設置されるもの。平成27年（2015年）１月末現在、
43都道府県で設置されている。

地域包括ケアシステム
地域の実情に応じて、高齢者が、可能な限り、住み慣れた地域でその有する能力

に応じ自立した日常生活を営むことができるよう、医療、介護、介護予防（要介護
状態若しくは要支援状態となることの予防又は要介護状態若しくは要支援状態の軽
減若しくは悪化の防止をいう。）、住まい及び自立した日常生活の支援が包括的に
確保される体制。

特別養護老人ホーム
常時介護が必要で在宅での生活が困難な要介護者に対して、入浴・排せつ・食事

等の介護、日常生活上の世話などのサービスを提供する施設。

な 行

二次医療圏
地理的条件等の自然条件や交通事情等の社会的条件、患者の受療動向等を考慮し

て、一体の区域として入院に係る医療を提供する体制の確保を図る地域的な単位。

認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）
認知症の人の意思が尊重され、できる限り住み慣れた地域のよい環境で自分らし

く暮らし続けることができる社会の実現を目指すことを基本的な考え方として、厚
生労働省が関係府省庁と共同して平成27年（2015年）１月に策定したもの。

は 行

病院
医師又は歯科医師が医業又は歯科医業を行う場所で、患者20人以上の入院施設を

有するもの。

病床機能報告制度
医療機関が、その有する病床（一般病床及び療養病床）の機能区分、構造設備、

人員配置等に関する項目及び具体的な医療の内容に関する項目を都道府県に報告す
る制度。

訪問看護ステーション
看護職員等が家庭を訪問して、主治医と連絡をとりながら病状を観察したり、診

療の補助、療養上の世話、あるいは家族への介護指導などの訪問看護サービスを提
供する拠点。



訪問診療
通院が困難で、継続的な在宅医療を受ける必要がある患者に対して、医師が計画

的に患者宅で診療すること。

ま 行

慢性期機能
長期にわたり療養が必要な患者を入院させる機能。または、長期にわたり療養が

必要な重度の障がい者（重度の意識障がい者を含む）、筋ジストロフィー患者又は
難病患者等を入院させる機能。

看取り
死を目前にしながらも生きている人を死が訪れるまでケアすること。肉体的な苦

痛のケア加え、社会的、精神的な苦痛に対するケアも含む。

や 行

薬局
薬剤師が販売又は授与の目的で調剤の業務を行う場所。調剤は、薬剤師以外の者

が販売又は授与の目的で行うことは、原則的に禁止されている。

ら 行

療養病床
主として長期にわたり療養を必要とする患者を入院させるための病床。

レスパイト
レスパイト（respite）は「息抜き」の意。在宅で介護を受けている患者や要介

護者が一時的に一定期間、医療機関等へ入院（入所）することによって、介護者が
日頃の心身の疲れを回復し、一息つくことができるよう援助する入院（入所）の形
態。

アルファベット

ＤＰＣデータ
DPC（Diagnosis Procedure Combination）とは、診断と処置の組み合わせによる

診断群分類のこと。DPCを利用した包括支払システムをDPC/PDPS（Per-Diem Paymen
t System;１日当たり包括支払い制度）という。DPC/PDPS参加病院は、退院した患
者の病態や実施した医療行為の内容等についての調査データを全国統一形式の電子
データとして提出している。これを本構想では、DPCデータと呼ぶ。



ＮＤＢのレセプトデータ
NDB（National Database）とは、レセプト情報・特定健診等情報データベースの

呼称である。高齢者の医療の確保に関する法律第16条第２項に基づき、厚生労働大
臣が医療保険者等より収集する診療報酬明細書及び調剤報酬明細書に関する情報並
びに特定健康診査・特定保健指導に関する情報をＮＤＢに格納し管理している。な
お、診療報酬明細書及び調剤報酬明細書はレセプトとも呼ばれる。




